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沖縄と心ひとつに新たなたたかいへ
　９月日投開票の沖縄県知事選

挙は、３期目をめざした玉城デニ

ー氏は及ばず뙘デニー県政打倒へ뙘

改憲・大軍拡をすすめる自民、維

新、国民、参政、保守、公明の６

党が連合し、高市政権が挙げて支

援した古謝玄太氏が当選しまし

た。新婦人は、땎誰ひとり取り残

さない」땎沖縄を再び戦場にしな

い」を掲げて行動するデニー氏の

再選へ、沖縄県本部とともに奮闘

しました。

　２期８年のデニー県政は「子ど

もの貧困」解消にとりくみ、医療

費や学校給食の無償化、中高生の

通学費や、中小企業で働く若者の

奨学金返済の補助など、一人ひと

りの暮らしや願いに寄り添った政

策をすすめてきました。また、国

による辺野古新基地建設の強行に

反対し、基地のない平和で豊かな

沖縄をと訴え、県独自の地域外交

をすすめて対話による平和を築い

てきました。

　今回の県知事選挙は異常な事態

でした。告示直前、自民党本部が

県連の頭越しに有力候補の立候補

者を辞退させ뙘古謝氏に一本化し뙘

企業へのかつてない「締め付け」

がおこなわれました。

　その上、ＳＮＳを使った大量の

デマと誹謗中傷の嵐です。公平、

公正さが求められる選挙で大量の

デマが横行したことは、民主主義

の根幹にかかわる事態であり、Ｓ

ＮＳの収益化の禁止など、諸外国

並みの法制化は急務です。

　高市政権丸抱えの古謝新知事の

前には、辺野古新基地建設や普天

間基地返還、那覇空港の軍事化、

米軍由来のＰＦＡＳなど、課題が

山積みです。

　戦争国家づくりが加速するな

か、全国で「戦争ゆるすな」땎改

憲ＮＯ땏の運動が広がっています뙙

新婦人は、沖縄と心ひとつに、仲

間を増やし、新たなたたかいに踏

み出す決意です。

年９月日

新日本婦人の会中央常任委員会
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新婦人「秋の行動」って？

　年からスタートし뙘今年で年目뙙

「軍事費削って、くらし、福祉、教育の

充実を」と全国で署名を集め、国に予算

要求の省庁交渉や議員要請、２月に署名

提出行動もしています。各地でも「私の

要求」をもとに、実現させてきたことも

たくさんあります。

【땎私の要求」を出し合う】
　ひとりの声やつぶやきが뙘땎要求땏に뙙

班や小組、カフェで要求を出し合うこと

を大切にしてきました。

【国を動かす】
　全国で集めた署名が大きな力となっ

て、学童保育と児童館増設の予算化（

年땇、交通安全予算の増額（年）

などを実現。

【自治体を動かす】
　子どもの医療費助成制度の拡充や学校

給食費の無償化をはじめ、学校体育館へ

のエアコン設置、水道料金の値上げスト

ップ、補聴器助成、高齢者のバス・タク

シー代補助など、自治体へ声を届け、各

地で実現。

【身近なことも、声を届けて】
　公民館など公共施設のトイレを洋式

に、公園の砂場の砂を新しく、バス停に

ベンチ設置、道路の修繕など実現。実際

に「防災ウオッチング」や「学校ウオッ

チング」など、みんなで調査したことも

力に。

【ジェンダー平等の前進へ】
　学校や職場のトイレに生理用品や、コ

ンビニ成人誌撤去、パートナーシップ制

度導入、年ぶりに選択的夫婦別姓制度

の国会審議など、ジェンダー平等を前進

させる力に。
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　　社会保障削減がこんなに！

―ねらわれる医療　떵　介護の負担増　　

〈医療分野〉

・さらなる病床削減で地域医療の空洞化

・ＯＴＣ類似薬の保険給付見直しによる患者負担増

・高額療養費の自己負担限度額引き上げでのしかかる負担

・医療を「経済効率」で評価し、不採算の医療は切り捨て

に

〈介護分野〉

・介護保険の利用者２割負担の対象拡大

・ケアプランの有料化

・軽度者への生活援助サービスの給付範囲縮小

・「経済効率」優先できめ細やかな介護の切り捨て、人口

減少地域では介護サービスそのものの維持が困難に
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議員定数削減反対

　秋の臨時国会で衆院議員定数削減

法案の成立が狙われるもと、땎議員

定数削減反対！緊急アクション」は

９月１５日、参院議員会館で記者会見

を開催。国会への意思表示や世論へ

の働きかけを広げるために「全国各

地で行動を」と訴えた。１０月６日に

院内集会を予定している。

国立大学毎年値上げ

　文科省の国立大学法人運営費交付

金の在り方に関する検討会が、授業

料などを物価・人件費の変動に連動

させていく方針を示した。実施され

た場合、国立大学の授業料標準額は

毎年値上げされ、私立大学の値上げ

にもつながり、땎超高額費社会」と

なる。学費を値下げし、だれもが安

心して学べる環境をつくることこそ

求められる。

日本母親大会開催

　第７１回日本母親大会in宮城（同実

行委員会主催）が１２、１３日、宮城県

内で開かれた。땎平和で憲法が生き

る社会を」땎ジェンダー平等を」と

女性たちがさまざまな要求と運動を

交流し、学びあった。땆本紙１０月１７

日号詳報）

ジェンダー平等位

　世界各国の男女平等の達成の度合

いを示すジェンダーギャップ指数

版（世界経済フォーラム）が

日発表された。日本はカ国中

位と低迷している뙙政治分野位뙘

経済分野位と男女格差は改善さ

れていない。
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担
上
限
額

の
引
き
上
げ
や

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
患
者
負
担
増
を
強
行

し
て
い
ま
す

さ
ら
に
い


そ
う
の
病
床
削
減
を
す
す
め

る
な
ど

い
の
ち
に
か
か
わ

る
医
療
・
介
護
を
﹁
経
済
効

率
﹂
で
評
価
し

も
う
か
ら

な
け
れ
ば
切
り
捨
て
る
姿
勢

が
あ
ら
わ
で
す


　
介
護
の
分
野
で
は

訪
問

介
護
事
業
所
が
ゼ
ロ

ま
た

は
残
り
１
の
自
治
体
が
全
国

の
２
割
を
超
え
뗒
介
護
崩
壊
뗓

の
危
機
に
あ
り
ま
す


　
政
府
が
す
す
め
よ
う
と
す

る
の
は

人
口
の
減
少
地
域

は
介
護
保
険
制
度
か
ら
外
し

て

自
治
体
の
事
業
に
置
き

換
え
る
﹁
特
定
地
域
﹂
を
つ

く
る
と
い
う
も
の

뗒
特
定

地
域
﹂
に
指
定
さ
れ
る
可
能

性
の
あ
る
自
治
体
は
１
０

０
０
を
超
え
る
見
込
み
で

す



